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　「夏休みには子供たちに特別な体験をして
ほしい」と考える人は多いでしょう。そこで今
回は，オンラインで手軽に化学を楽しむことの
できる「化学メーカーの仕事～化学の力で素
材をつくる～」をご紹介します ※。三菱ケミカ
ル株式会社がキッザニアと共同で開発したこ
のコンテンツは，2026年2月から無料で公開
されており，子供たちが“素材づくり”という化
学の仕事に挑戦しています。
※キッザニア オンラインカレッジ：
https://online-college.kidzania.jp/

化学の魅力に触れる機会を

　本誌を読んでいる皆さんは，何らかの
形で化学に関わっていらっしゃるのだと
思います。改めて，化学に興味を持った
きっかけは何だったでしょうか。学校で
の化学実験だったのか，それとも両親に
連れて行ってもらった科学館でのイベン
トだったのか。いずれにしても，多くの
方が「化学でワクワクする体験」をして
きたのではないでしょうか。
　化学・理科好きにとっては非常に残念
なことですが，現在，日本では学年が上
がるにつれて，理科を好きな子供が減っ
ています。令和 7年度全国学力・学習状
況調査の結果（文部科学省・国立教育政
策研究所）によると，小学生では 8割の
子供たちが「理科を好き」と回答してい
るのに対して，中学生になると 6割ほど
になります。8割というのは国語や算数
（数学）に比べてもかなり大きな数字です
が，このアドバンテージも中学生になる
となくなってしまうのです。

　どうしたら理科を好きでいてもらえる
のでしょうか。そのためには，学年とと
もに学習内容が難しくなったとしても，
理科の面白さを伝え続けなければならな
いようです。

“素材づくり”を通して楽しく学ぶ

　素材は化学の中でも非常に面白い分野
の1つです。ただ，身近ではあるものの，
製品の用途や機能の陰に隠れて，多くの
使用者は注目することがないでしょう。
しかし，ひとたび素材のことに気付け
ば，その重要性と多様性に驚かされま
す。例えば，ガラスとプラスチックは
コップのように同じ用途に使われます
が，その性質は大きく異なります。特に，
化学が作り出したプラスチックは，透明
であったり不透明であったり，硬かった
り軟らかかったり，電子レンジで加熱で
きたりできなかったりと実に様々です。
そして今でも，新たな性質の開発が続い
ています。このような素材の不思議さ
を，子供たちも無意識のうちに感じてい
るかもしれません。
　キッザニア オンラインカレッジのコ
ンテンツ「化学メーカーの仕事～化学の
力で素材をつくる～」は，子供たちに「素
材の面白さ」を体験してもらって，化学
の仕事の入り口にまで誘います（図 1）。

　キッザニアは，子供が主役になって
様々な仕事を体験するエデュテインメン
ト施設です。東京など全国に 3ヵ所あり
ますが，もっと多くの子供たちに体験を
届けたいと，2022年からキッザニアを企
画・運営する KCJ GROUP株式会社は 3

歳から 15歳を対象にした「キッザニ
ア オンラインカレッジ」を無料で提供
しています。その中で，「化学メーカーの
仕事～化学の力で素材をつくる～」は初
めて化学に関連する仕事を体験できるコ
ンテンツです。
　制作に関わった大手化学メーカーの三
菱ケミカルの担当者は，「私たち化学
メーカーは生活に必要な化学素材を提供
していますが，子供たちになかなかその
存在に気付いてもらえません。一方で，
カーボンニュートラルやサーキュラーエ
コノミー，食糧問題など地球規模の社会
課題を解決するために化学メーカーの果
たす役割はますます重要になっていま
す。子供たちに“化学素材づくり”を体
験してもらうことで，『社会や地球をよ
くして未来をつくる化学の仕事』という
ものがあることを知ってもらいたいので
す」と話します。

体験が好奇心を刺激する

　それでは，どのような体験ができるの
でしょうか。キッザニア オンラインカ
レッジのトップページを訪れると，「ネ
イリスト」，「消防士」など体験できる職
業の一覧が表示されます。それぞれをク
リックすると，その職業をインプット，
アウトプット，インタラクティブの 3ス
テップで体験できます。
　「化学メーカーの仕事」では，KCJ 

GROUPの担当者が「子供たちが失敗し

仕事体験を通して子供たちに化学の面白さを
～素材づくりから化学メーカーを知る～

図 1　子供たちが最初に見る動画
現役の化学素材研究者やエンジニアが仕事内容
を紹介する。
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ながらも楽しく取り組めるものを，研究
者やエンジニアの方たちと相談しながら
作りました。たくさん試行錯誤をして研
究職を追体験してほしいのです」と話す
ように，まずインプットの動画で，化学
素材の研究者とエンジニアがそれぞれ働
く現場を案内しながら仕事内容を紹介し
ます（図 2）。普段は入ることのできない
企業の研究室や工場が見られるので，工
場見学の気分が味わえます。また，動画
の中ではこの仕事を選んだ理由が語られ
るので，子供たちに「自分はどうなんだ
ろう？」と考えるきっかけを提供してく
れます。
　続いて，アウトプットとして化学素材
開発のトレーニングを行います。研修で
素材の元来の性質や素材開発の基本的な
考え方を学び終えると，現在の素材で悩
んでいるお客様が相談に訪れます。同じ
素材でもレトルト食品のパッケージに使
いたい人もいれば，風船に使おうとして
いる人もいるので，解決したい問題点は
それぞれに異なります。この悩み相談を
受けて，子供たちはお客様の要望に応え
る素材を開発します（図 3）。ここでの学
びは，「欲しい性質の素材を開発するた

めに，元の素材に何かを混ぜたり，混ぜ
るものを変更したりする」ところまでで
すが，この体験をきっかけに「混ぜるも
のの正体は何なのか」，「どのように混ぜ
るのか」など，実際の化学素材開発やそ
れを支える化学へと興味関心が広がって
いくことが期待されます。
　今後は，インタラクティブとして，素
材開発研究者やエンジニアと一緒に素材
開発を楽しむオンラインワークショップ
が開催される予定です。専門家との交流

は，子供たちに大きな刺激となるでしょ
う。また，子供たちには互いに意見を出
し合うことで新たな気付きを得てほしい
というのも，インタラクティブな体験を
設ける理由です。
　ワークショップの動画がサイトにアッ
プされれば，インプットのための動画，
アウトプットのトレーニング，インタラ
クティブとしてのワークショップの 3ス
テップで「素材づくりの基礎」を学び，
化学の面白さに気付いてもらうコンテン
ツが完成します。
　三菱マテリアル株式会社の担当者は
「『人，社会，そして地球の心地よさが続
いていく KAITEKIの実現をリードして
いく』という当社の理念に，ともに取り
組んでくれる子供たちが育ってくれたら
嬉しい」と話します。また，KCJ GROUP

の担当者も，「身の回りにあるたくさん
の製品の裏側では，たくさんの人たちが
働いています。それを知れば，その職業
への憧れが芽生えると思っています」と
話し，両者ともにこのコンテンツが，子
供たちが将来を考える際の一助になれば
と願っています。
　ウェブコンテンツだからこそ気軽に体
験できる“化学素材づくり”。夏休みに
は，どれくらいの子供たちが体験してく
れるでしょうか。こうして化学の面白さ
に触れる機会を提供し続けることが，長
い目で見れば，理科系職業の活性化につ
ながるのでしょう。
※写真はキッザニア オンライン提供
 〔サイエンスライター　池田亜希子〕

Ⓒ2026 The Chemical Society of Japan

図 2　登場する研究者とエンジニアが開発して
いるソアノールというプラスチックについて学
ぶ

図 3　「中の食材が長持ちするようにガスバリア
性を高くしてほしい」などといったお客様の要望
を聞き，子供たちが加える添加物を決めてソア
ノールの性質を改良する


